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第108号 燻　（　い　ぶ　し　） 令和 ７ 年 １ 月

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
の
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に

つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
半
年
間
、
大
阪
・
関
西
万
博
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
国
内
外
か
ら

多
数
の
来
場
者
に
よ
り
、
大
阪
を
は
じ
め
関
西
が

活
気
あ
る
町
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
を

見
ま
す
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
り
、
新
た
な

経
費
負
担
が
生
じ
、
ま
た
、
昨
年
は
高
齢
者

雇
用
安
定
法
の
改
正
が
あ
り
、
定
年
年
齢
の

引
き
上
げ
等
に
伴
っ
て
新
規
入
会
者
の
高
齢
化

が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
、
新
た
な
契
約

方
法
等
、
近
年
、
様
々
な
制
度
の
変
化
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
、
セ
ン
タ
ー
事
業
に
大
き
な
影
響
が

及
ぶ
と
懸
念
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に

対
し
柔
軟
に
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
円
安
傾
向
が
続
き
、

諸
物
価
の
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
。
日
常
生
活

や
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
は
一
層
厳
し
く

な
り
ま
す
が
、
今
後
の
健
全
な
事
業
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
会
員
の
増
加

に
努
め
、
就
業
機
会
の
拡
大
や
今
以
上
に
地
域

の
理
解
の
も
と
会
員
の
皆
様
が
働
く
こ
と
を

通
し
て
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
り
、

地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
私
を
は
じ
め

役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
引
き
続
き
最
大
限

努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
本
年
も
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に

対
し
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
方

に
と
り
ま
し
て
す
ば
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

谷
村
　
佳
昭

理
事
長

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

理
事
長

谷
村
　
佳
昭

副
理
事
長

中
村
　
郁
一

専
務
理
事

土
屋
　
宝
土

理
　
　
事

市
川
　
武
彦

事
務
局

職
員
一
同

〃〃

平
本
　
善
憲

上
田
　
年
栄

〃

清
田
　
成
仁

〃

田
中
　
隆
夫

〃

中
西
　
章
三

〃

埴
田
　
香
代
子

〃

日
髙
　
正
之

〃
監
　
　
事

入
江
　
芳
一

武
庫
　
邦
男

〃

山
本
　
豊
昭

〃

首
藤
　
直
樹

〃

山
村
　
裕
三

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
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納入の方法

配分金等の確定申告

１．  直接センター事務所に持参（3月31日（月）まで）
２．  郵便局から所定の「払込取扱票」で振込み
　郵便局に置いている「払込取扱票」（下記参照）に必要事項を記入
① 窓口にて振込　：手数料203円（3月31日(月)まで）
②ＡＴＭにて振込 ：手数料152円（3月31日(月)まで）

（記入例）

　次年度会費の納入時期となりましたので、引き続き会員登録を希望される方は、
３月31 日（月）までに会費 2,000 円を納めて下さい。会員証と領収書は４月１日以降に
発送いたします。継続を希望されない方は、退会の連絡を事務局まで申し出てください。

　就業の対価としてセンターから支払われる「配分金」は所得税法上『雑所得』
とされていますので確定申告をする必要があります。１月下旬から２月上旬頃に
「配分金支払明細書」を送付しますので、期間内に確定申告を行ってください。
　なお、年金等の収入額が４００万円以下で、かつ配分金等の合計額が７５万円以下
の場合は、確定申告が不要になります。ただし、これらの他に収入がある場合や、
株式等の損失を翌年に繰り越す場合などはこの限りではありませんので、詳細に
つきましては、東大阪税務署（電話：06-6724-0001、アナウンスに従い電話機
を操作）までお問い合わせください。

※　12月～2月分の配分金が2,000円以上ある会員は、翌月の10日(休みの場合は翌
営業日)までに申し出がない場合、配分金から会費を納めるものとみなし、翌月
20日(休みの場合は前営業日)振込の配分金から会費を差引かせて頂きますので、
各自での持参・振込は不要です。但し、3月31日(月)までに退会の連絡があった
場合は返還します。

　なお、 3 月 31 日（月）までに会費の納入が無い場合は、 継続の意思が無いものとして、
退会の処理をさせていただきます。

令和７年度 会費の納入について
第108号 燻　（　い　ぶ　し　） 令和 ７ 年 １ 月
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第108号 燻　（　い　ぶ　し　） 令和 ７ 年 １ 月
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第108号 燻　（　い　ぶ　し　） 令和 ７ 年 １ 月
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第108号 燻　（　い　ぶ　し　） 令和 ７ 年 １ 月

　

会
員
作
品
展
を
11
月
９
日・10
日
に
当
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
・
同
好
会
会
員
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
野
田
市
長
、
右
近
市
議
会
議
長
が

お
見
え
に
な
り
、
興
味
深
く
作
品
を
ご
覧
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、２
日
目
に
は
会
員
有
志
に
よ
る
「
ギ
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
催
し
、
会
場
を
訪
れ
た
方
が

演
奏
を
楽
し
ん
で
い
か
れ
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
、入
場
者
は
両
日
で
１
４
１
名
。

　

次
回
に
は
よ
り
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

事
業
委
員
会
　
山
本 

豊
昭

会
員
作
品
展
を
開
催
！

会
員
作
品
展
を
開
催
！

２
０
２
４

２
０
２
４
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第108号 燻　（　い　ぶ　し　） 令和 ７ 年 １ 月

出展作品の一部出展作品の一部
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書

創
作
書
道

会
員
の
ひ
ろ
ば

会
員
の
ひ
ろ
ば

上
小
阪
　
杉
本
　
伸
一

新
春
「
干
支
」
は
が
き
展
作
品

【
新
春
恒
例
の
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
ア
ー
ト
館
で

開
催
さ
れ
る
干
支
は
が
き
展
に
出
品
し
た
年
賀
は
が
き

で
す
。
入
選
結
果
は
ま
だ
で
す
が
、
同
時
開
催
さ
れ
る

毎
日
現
代
関
西
書
展
の
招
待
券
が
い
た
だ
け
ま
す
。

楽
し
み
に
出
品
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
干
支
「
巳
」
を
書
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

私
は
コ
ロ
ナ
禍
で
懸
命
に
努
力
し
て
い
た
だ
い
た
世
界

保
健
機
関
の
蛇
の
マ
ー
ク
（
医
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
）

を
取
り
上
げ
、
感
謝
と
報
恩
を
表
し
ま
し
た
。

巳
を
蛇
と
し
ま
し
た
。
】

第108号 燻　（　い　ぶ　し　） 令和 ７ 年 １ 月

『
利
休
の
百
首
』
よ
り 

新
池
Ａ　

今
岡 

節
子

八
戸
ノ
里
　
長
原
　
成
道

「
鶏
」
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第108号 燻　（　い　ぶ　し　） 令和 ７ 年 １ 月

筆
文
字
ア
ー
ト

木
目
込
み

パ
ワ
フ
ル
繩
手
　
小
夏
　
勝
彰

投稿作品 募集案内
４月に発行します会報『燻』４月号（次号）への投稿を募集します。

投 稿 文
字　　数：
内　　容：
応募締切：
応募資格：
申込方法：

400～2,000字程度（関連写真等があればあわせてご提出ください）
特に決まりはありません（随筆、感想文、紀行文などいずれも可）
２月10日（以降の応募は、次々号以降での掲載対象となります）
東大阪市シルバー人材センターの正会員であること
　手書きで作成された場合は、20字詰めの原稿用紙等にご記入の上、封書にて当センター
事務局までご送付ください。その際、封書には「会報誌応募原稿」とご記入ください。
　Word等で作成された場合は、上記と同様に封書による申し込みか、あるいはメールに添付し
ていただく形でも結構です。メールの場合は、件名に「会報誌応募原稿」と入力いただき、
higasisc@ninus.ocn.ne.jpまでご送信ください。　
　いずれの場合も、会員番号と氏名がわかるようにご記入のうえ、お申し込みください。

短歌·俳句·川柳·書画·写真ほか
応募締切：
応募資格：
申込方法：

２月10日（以降の応募は、次々号以降での掲載対象となります）
東大阪市シルバー人材センターの正会員であること
　短歌等の場合は、ハガキにて当センター事務局の「会報誌原稿受付係」までご送付ください。
なお、作品内の漢字にはフリガナをお願いします。
　書画や写真等の場合は、センター事務局まで事前にお電話いただき、題名を決めた上で
持ち込んでください。
　いずれの場合も、会員番号と氏名がわかるようにご記入のうえ、お申し込みください。

注意事項：●作品は返送しませんので、書画等は掲載後に追って引き取りをお願いします。
●選考により掲載されない場合があります。
●文章等の掲載に関しては、文意の変わらない範囲で編集することがあります。

「立ち雛」「だるま」

友
江
フ
レ
ン
ド
　
鶴
羽
　
美
智
子
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第108号 燻　（　い　ぶ　し　） 令和 ７ 年 １ 月

手
芸
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
折
り
紙
な
ど
）

日　

時
…
毎
月
第
２
水
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

申
込
み
…
永
水（
０
８
０-

１
４
４
８-
１
３
２
８
）

場　

所
…
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

会　

費
…
無
料

手
描
き
友
禅

日　

時
…
毎
月
第
２
水
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

申
込
み
…
今
井（
０
６-

６
７
２
１-

３
１
１
０
）

場　

所
…
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

会　

費
…
無
料

同
好
会
の
ご
案
内

同
好
会
の
ご
案
内

同
好
会
の
ご
案
内

申
込
み
…
出
口（
０
９
０-

６
８
２
４-

０
９
８
０
）

参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
初
め
て
の
方
も

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
オ
ケ

日　

時
…
１
月
25
日
（
土
）

２
月
22
日
（
土
）

３
月
22
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

申
込
み
…

場　

所
…
カ
ラ
オ
ケ
＆
チ
ョ
イ
呑
み

　
　
　
　
　
　
　
　
「
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」

会　

費
… 　

　
　
　
　
　
（
岩
田
町
１-

11-

２
）

笠
岡（
０
８
０-

６
２
２
４-

４
４
６
６
）

１
０
０
０
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）

囲
　
碁

日　

時
…
毎
月
第
１･

３
水
曜
日

午
後
１
〜
５
時

参
加
者
は
、
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す

場　

所
…
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
内

会　

費
…
５
０
０
円
（
月
額
）

　

私
た
ち
囲
碁
同
好
会
は
初
心
者
か
ら
上
級
者

ま
で
互
い
に
負
け
じ
と
対
局
し
、
年
二
回
の
大

会
で
は
日
々
重
ね
て
き
た
実
力
の
成
果
を
披
露

し
て
、
頭
脳
を
働
か
せ
認
知
症
対
策
と
健
康
維

持
を
図
る
会
で
す
。
会
費
は
、
大
会
・
親
睦
会

の
費
用
に
使
用
し
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
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世
話
人
（
中
村
）
よ
り

　
　

ゴ
ル
フ
同
好
会
の
会
員
が
減
少
傾
向
で
す
。

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ゴ
ル
フ
同
好
会

に
加
入
し
、
是
非
と
も
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
３
月
６
日
（
木
）
に

き
さ
い
ち
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

写
真
や
健
康
麻
雀
な
ど
、
同
じ
趣
味
の
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
同
好
会
を
作
っ
て
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？
会
話
も
弾
む
と
思
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　

事
務
局　

０
６-

６
２
２
４-

２
４
０
８

世
話
人
…
中
村
郁
一
　
　
（
０
７
２-

９
６
３-

３
６
２
４
）

　
　
（
０
８
０-

１
４
４
８-

０
９
５
９
）

第108号 燻　（　い　ぶ　し　） 令和 ７ 年 １ 月

事
業
委
員
会
よ
り

事
業
委
員
会
よ
り

ゴ
ル
フ

　

第
25
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
11
月
7
日
（
木
）

に「
き
さ
い
ち
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」で
開
催
し
、

16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

成
績

　
　

優
勝　
　

森
本
　
光
伸

　
　

準
優
勝　

青
山
　
基
桂

　
　

３
位　
　

西
小
路
　
雄
幸

優
勝
の
弁
（
森
本　

光
伸
）

　
「
ゴ
ル
フ
同
好
会
に
加
入
し
て
初
め
て
の
優
勝

で
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
優
勝
を
機
に
、

練
習
量
を
増
や
し
て
次
回
も
上
位
を
狙
い
ま
す
。」

事
務
局
だ
よ
り

　

令
和
６
年
10
月
９
日
〜
10
日
の
２
日
間
、

毎
年
恒
例
の
草
刈
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
毎
年
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
る

除
草
・
剪
定
道
具
取
扱
販
売
店
・
大
和
産
業
社

の
乾
信
介
様
に
今
回
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

●
草
刈
講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て

（乾講師）（乾講師）

　

初
日
は
当
セ
ン
タ
ー
永
和
事
務
所
で
座
学

の
講
習
を
行
い
、
２
日
目
は
東
大
阪
市
内
に

あ
る
大
阪
府
の
施
設
を
お
借
り
し
て
実
技
講
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
講
習
会
を
通
じ
、
会
員
の
技
術

改
善
を
更
に
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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毎
年
２‒

３
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
安
全

講
習
会
で
す
が
、
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

に
て
開
催
方
法
の
見
直
し
を
行
い
、
今
年
度

も
剪
定
・
除
草
就
業
会
員
以
外
は
会
場
に

集
ま
っ
て
の
講
習
会
は
行
わ
な
い
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

形
を
変
え
、
テ
キ
ス
ト
に
て
の
受
講
措
置
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
後
日
発
送
い
た
し
ま
す
「
安
全
講
習

テ
キ
ス
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

剪
定
・
除
草
就
業
会
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、

別
途
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
安
全
講
習
会
に
つ
い
て

３
月

４
月
18
日

２
月

〃　
　
　

〃　
　
　

３
月
19
日

２
月
20
日

令
和
６
年 

12
月

令
和
７
年 

１
月

1
月
20
日

就
業
し
た
月

振
込
予
定
日

●
配
分
金
支
払
い
日

日　
　

程

毎
月
第
３
火
曜
日

電　
　

話

０
６-

６
２
２
４-

２
４
０
８

定　
　

員

各
日
５
名

予
約
申
込
み

相
談
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
の
間

と
こ
ろ

セ
ン
タ
ー
事
務
所

（
８
月
及
び
12
月
を
除
く
）

　

会
員
に
な
っ
た
が
就
業
の
チ
ャ
ン
ス
が
な
い

未
就
業
の
方
の
た
め
に
、
就
業
相
談
日
を
設
け

て
い
ま
す
。

相
談
日
前
日
の
午
後
５
時
ま
で

に
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

電
話
又
は
来
所
に
て
受
付

●
未
就
業
会
員
の
就
業
相
談

編
集
後
記

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
令
和
七
年
の
新
春
を

健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
六
年
一
月
号
の
編
集
後
記
を

再
読
し
て
み
る
と
、"

「
同
好
会
の
ご
案
内
」

「
会
員
の
ひ
ろ
ば
（
投
稿
作
品
）」
の
コ
ー
ナ
ー

充
実
と
様
々
な
情
報
提
供
に
心
掛
け
、
会
員

の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
構
成

に
努
め
ま
す
。“
と
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
悔
い
の
残
る
一
年
で
し
た
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
今
年
、
も
う
一
度

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
・

事
務
局
の
皆
様
の
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い

い
た
し
ま
す
。


